
マスク着用緩和、3月 13日軸に調整 屋内外問わず個人の判断に 
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新型コロナウイルス感染症対策で、政府が検

討するマスク着用ルールの見直し案が判明

した。屋内外を問わず、着用するかどうかは

個人の判断に委ねるよう緩和する一方で、通

勤ラッシュ時など混雑した電車やバスを利

用する際には着用を推奨する。移行日は 3月

13日を軸に検討している。10日に政府対策

本部で決定する。 

◇混雑した電車やバスでは着用推奨 

 政府は先月末、新型コロナの感染症法上の

位置づけを 5月 8日に季節性インフルエンザと同じ「5類」に引き下げることを決定した。

これまで屋内で原則着用を求めてきたマスクについては、5 類移行に先立って緩和するこ

とにし、具体的な対応を検討してきた。 

 政府は、着用ルールの移行日の決定とあわせて、個人の判断の参考としてもらうため「マ

スク着用が効果的な場面」を示し、状況に応じて着用を推奨する。感染を広げないため、

医療機関や高齢者施設を訪れる際や、混雑した電車やバスへの乗車時を例示する。 

 高齢者ら重症化リスクの高い人が混雑した場所に行く場合は、感染から自身を守るため

の対策として、着用が効果的だと示す。症状がある人や検査陽性者、同居家族に陽性者が

いる場合については、混雑した場所への外出を控え、やむを得ず外出する時にはマスク着

用を推奨する。 

 感染が大きく拡大した際に

は、一時的に適切なマスク着用

を呼びかけることもあり得る

とする。ただ、子どものマスク

着用は発育や発達の妨げとな

らないよう配慮を求める。 

 また各事業者が感染対策の

ため、利用者や従業員にマスク

着用を求めることは許容され

ると示す。 

 政府は、公共交通機関など各

業界団体にガイドラインの見

直しを求め、より詳しい対応を

利用者に周知してもらうこと

にしている。準備に 1カ月程度

かかるとみて、移行日を調整し

ている。横田愛、原田啓之、村

田拓也 


